
〈幼稚園教育〉 

幼児が自己を発揮し，共通の目的を見つけ遊ぶ楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫 

～友達と一緒に遊ぶことを通して～ 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 〈今日的課題〉 

   現代の子ども達が人とのかかわりにおいて多くの困難を抱えていることが，メディアの間で指摘さ 

れ，いじめ問題など頻発する少年少女の事件を見ても，家庭をはじめ周囲の身近な人々と肯定的な関 

係を結べていないことがその背景にあると言われている。近年，少子化や都市化，社会の情報化など 

の変化に伴って，家庭や地域での人とのかかわりの体験が少ない子ども達が増えてきている。 

 〈幼稚園教育要領より〉 

   教育要領の改訂に伴い「人間関係」の領域でも「ねらい」が変更され「進んで身近な人とかかわ  

  り･･････」の部分が「身近な人と親しみ，かかわりを深め･･……」となった。このねらいは，入園か 

ら修了まで時間をかけて，子ども達が人と出会い，自己を発揮し相手を理解しながら，いろいろな友 

達と協力できるようになっていく過程を重視することを表している。これを受けて，領域「人間関係」 

の 12あった内容が 13に増え，新たに人間関係の深まりに関するものとして「（8）友達と楽しく活動 

する中で，共通の目的を見いだし，工夫したり，協力したりなどする。」が加わった。これは,改訂の 

主要な柱の 1つで「協同する経験を重ねる」といわれる。「協同する」とは，一人一人の子どもが自己 

を発揮し，相互に調整し合いながら，新しいものをつくり出していく過程である。その過程を何度も 

経験し重ねていくことで，友達と一緒に共通の目的に向かってそれぞれの思いを出し合いながら，工 

夫したり協力したりして，遊びや活動を進めることができる。 

 〈本園の幼児の実態〉 

   本園は，2年保育を実施している。年長組は進級児以外にも保育園や家庭から入園してくる生活環境の 

違う子が集まっている。入園当初は，すぐに遊び出すことができる幼児もいるが，教師の後を追ったり， 

他の幼児の遊ぶ様子を伺ったり，不安になり泣き出す幼児の姿も見られる。徐々に気の合う友達同士で環 

境にかかわり遊ぶ姿が見られるようになるが，自己主張のぶつかり合いによる幼児同士のトラブルも多く, 

自分の気持ちや思いを言葉で伝えるのが苦手である。 

 〈これまでの保育を振り返ると〉 

     生活環境の違う幼児に対して，興味関心の持てる遊びや活動の環境構成をしてきただが，一人一人 

に対して自己発揮できる言葉かけや自信につなげられるような援助をしていただろうか。自ら行動し 

友達と試行錯誤しながら活動を展開していく楽しさを味わわせることができていただろうか。教師の 

思いが先行していなかったのではと反省する。 

 〈本研究において〉 

   友達と一緒に遊ぶことを通して，幼児が自己を発揮しながら，共通の目的を見つけ遊ぶ楽しさを味 

  わうための環境構成と援助の工夫を探っていきたい。そこで自己発揮できるよう，幼児なりに取りん 

  でいる姿を認め，時には一緒に行動しながら励まし自分らしい行動ができるように援助する。 

  そして，幼児同士が思考錯誤し活動を展開していく中で，互いに信頼感を持つようになり共通の目的 

  を見いだし遊ぶ楽しさを味わうようになると考え本テーマを設定した。 

Ⅱ 研究の目標 

   友達と一緒に遊ぶことを通して自己を発揮し，仲間と共通の目的を見いだして遊ぶ楽しさを味わう 

  ための環境構成や援助の工夫を探る。 

八重瀬町立東風平幼稚園教諭  津 波 利 恵 子 



Ⅲ 研究の方法 

１ 一人一人が自己を発揮し，自分なりに満足感や達成感が味わえる環境構成や援助の工夫をする。  

 ２ 仲間と共通の目的を持って工夫したり，協力したりする楽しさを味わえる環境構成や援助の工夫を 

する。 

Ⅳ 研究の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ 研究の内容 

 １ 自己発揮するとは 

   西久保礼造（1995年）は，自己発揮について『自己発揮とは，幼児の中に潜んでいる可能性を十分 

  に引き出すことである。それは，幼児が幼稚園生活の中で「目標が持てるようになること」「その目標 

に安心して取り組めること」「目標への成功感，到達感が味わえること」「そのことによって，自信が 

持てるようになること」の積み上げによって可能となる。しかし，その前提としては，保育者と幼児 

の間に，また幼児と幼児の間に信頼関係がつくりだされることが必要となる。』と述べている。 

   幼児は，自分のありのままの姿を温かく受け入れてくれる教師との信頼関係が築かれることで，自 

  分の居場所を見つけ，安心して自分らしい動き，自分のやりたい遊びに取り組み自己を発揮するよう 

  になる。 

 

 ２ 共通の目的を見つけるとは 

   友定啓子（2008年）は，「共通の目的については，課題活動のように目的がはっきりしている場合 

もありますが，遊びの場合は一人ひとりの幼児がそれぞれの思いやイメージを出し合い，調整しなが 

ら実現していくことが目的になります。」と述べている。 

  幼児は他の幼児と一緒に楽しく遊んだりいろんな活動をしたりしていく中で,「○○ちゃんは踊りが 

 上手」「○○君は制作するとき面白い物を作る」「○○ちゃんはいつも優しい」など互いのよさや特性 

 に気づくようになっていく。そして，遊びの中で，互いにイメージや思いを出し合いながら，共通の 

 願いや目的が生まれ工夫したり，協力したりして遊びを進めていくことができるようになる。その時， 

 そのイメージや目的を実現させようとして，互いの自己主張がぶつかり合い，折り合いを付けること 

 を繰り返しながら，おもしろさや大変さ，目的が実現した時の充実感や喜びを味わうことができる。 

 

 ３ 集団で遊ぶ楽しさを味わわせるとは 

   一人一人の幼児が自ら行動し，他の幼児と共に活動する中，みんなでやってみたい共通の目的が生 

  まれ，工夫したり協力したり試行錯誤しながら活動を展開していくようになる。 

  共通の目的は実現するしないにかかわらず，幼児自身が活動そのものを楽しんでいることで，また 

 みんなで一緒に活動したいという気持ちになる。共通の目的が実現した場合，その喜びを十分に味わ 

 うことが次の活動につながっていく。このような経験を通して，集団の中で一人一人のよさが発揮さ 

 れ，一人では出来ないこともみんなが力を合わせれば，実現するという気持ちが育つようにすること 

 が大切である。学級全体で取り組む活動など，一人遊びや小さなグループでは，味わうことのできな 

 い集団での遊びの楽しさや醍醐味を味わうことができる。 

 

 ４ 教師の４つの役割   

   幼児の主体的な活動を促すため教師は，様々な役割を果たしていかなければならない。一つは，幼 

児の活動のよき理解者としての役割，二つめは，幼児との共同作業者としての役割，三つめは，あこ

がれを形成するモデルとしての役割，四つめが，遊びの援助者としての役割であり，幼児の発達に必

要な豊かな体験が得られるよう，活動の場面に応じて適切な指導を行うようにすることが大切である。 
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幼児のよき理解者 幼児との共同作業者 あこがれを形成するモデル 遊びの援助者 



 ５ 教師の援助の在り方 

  ※一人一人の幼児に対する理解に基づき，環境を計画的に構成し，幼児が主体的に活動に取り組める 

ように，一人一人の発達に応じた援助のタイミングや援助の仕方を考えることが大切である。 

(1) 幼児の自己発揮を促す援助として… 

   ① 一人一人を温かく受け入れ，自分の居場所を確保してあげ，安心感を持ってやりたいことに取 

   り組めるようにする。 

  ② 一人一人の幼児の気持ちや欲求など目に見えない心の声を聞き,  内面を理解し，教師や友達と 

   十分触れ合うことで安心して幼稚園生活を過ごすことができるようにする。 

  ③ 幼児なりに取り組んでいる姿を認めたり，時には一緒に行動しながら励ましたりして，幼児が 

   安心して自分らしい動きができるような状況をつくっていく。 

  ④ 幼児が友達と一緒に生活していく中で，自分の思っていることを相手に伝えることができるよ 

   うに，また，徐々に相手にも思っていることや言いたいことがあることに気づかせるようにする。 

  (2) 共通の目的を見つけるための援助として… 

  ① 他の幼児と一緒に楽しく遊ぶ中で，具体的な場面を通して相手のよさに気付かせていく。 

  ② 互いのイメージや考えを引き出し，共通の目的を見つけ工夫や協力ができるようにする。 

  ③ 幼児の心に寄り添い，友達と共に遊ぶ楽しさを経験させることで，友達と一緒に物事をやり遂 

   げたいという気持ちを高めていく。 

 (3) 集団で遊ぶ楽しさを味わわせる援助として･･･ 

   ① 幼児が共に活動する中で，自分の思いを伝え合い，話し合い，新しいアイディアを生み出した 

    り，自分の役割を考えて行動できるようにする。 

  ② 一人ではできないことも力をあわせれば可能になるという気持ちが育つような援助をする。 

  ③ 小さなグループでは味わえない集団での遊びの楽しさや醍醐味を感じることができるようにする。 

 

 ６ 環境構成の工夫と再構成 

  ※環境構成において重要なことは，その環境を具体的なねらいや内容にふさわしいものとなるようにする 

ことであり，幼児が自ら発達に必要な経験を積み重ねていくことができるような環境を作り出すことが大 

切である。幼稚園教育要領解説(文部科学省)を参考に環境構成の視点を以下のようにまとめた。 

  (1) 発達の時期に即した環境 

   ① 不安や緊張が解けない時期には，幼児が安心して自分の遊びに取りくめるよう物や場を整え，  

    教師や友達と一緒に過ごす楽しさが感じられる雰囲気作りが大切である。 

   ② 安定して遊べるようになる時期は，幼児が友達との遊びを安定した状態で進めたり，広げたり 

    できる場の構成や活動の充実に向けて,必要な遊具や用具，素材を準備することが大切である。 

   ③ 人とのかかわりを広げ深めていく時期は，友達と力を合わせ継続して取り組める活動や自分の 

    力を発揮し，探求心や挑戦する意欲を高めるような環境構成が重要である。 

  (2) 興味や欲求に応じた環境 

   ① 幼児の中に育ってほしいと思うことや指導のねらいによって，環境を構成することが重要である。 

   ② 幼児が生活の中で，葛藤，挫折等の体験をしたり，達成感や満足感を味わったり，自分の力で 

    乗り越えられるような困難といった要素も環境の構成の中に含める必要がある。 

   ③ 幼児の興味や関心を大切にしながら，活動の充実に向けて幼児と共に環境を構成し，再構成し 

    続けていくことが大切である。 

  (3) 生活の流れに応じた環境 

   ① 幼児が前日の遊びが楽しかった，翌日も続きの遊びがしたいと，前日から翌日，前週から翌週 

    と幼児の興味や意識の流れを考慮した環境の構成を工夫することが大切である。 

   ② 季節の変化や自然事象と深くかかわる幼児の生活を大切にして, 様々な自然環境に触れること 

    ができる環境の構成を工夫することが大切である。 



７ 友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わわせる環境構成と具体的援助 

   幼児が共通の目的を見つけ，友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わうようになるには，教師が幼児一人一 

  人の内面を理解し，発達の時期や興味や欲求・生活の流れに応じた環境を構成し，他の幼児との多様 

なかかわりが持てるように援助していくことが大切である。これまでの理論研究や実践などを踏まえ 

て，幼児の遊びと環境構成，それに伴う教師の援助，そして，子ども同士のかかわりや変容を考えて 

１年間の計画を表にまとめてみた。（表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ 研究の実際 

 １ 検証保育（１回 １月 7日～10日）「お正月遊び」 

  (1) 設定理由 

    1月に入り，「お正月遊び」のこま回し，羽根つき，けん玉，カルタ取り，すごろく等 興味や関 

   心を示し気の合う友達同士で取り組んだり，活動によっては，いろいろな友達とかかわって，主体 

   的に取り組む姿がみられるようになった。友達や教師とかかわりながらお正月遊びに取り組む中で， 

   一緒に競い合う楽しさ（コマ回しや羽根つき）自分達で進めていく面白さ（カルタ，すごろく）試 

   したり工夫したりして充実感を味わえる（けん玉作り）ための環境構成の工夫や教師の援助の在り 

   方を考えていきたいと設定した。 

  (2) 保育のねらい 

    ・お正月遊びを通して，共通のイメージを持ち一緒に遊ぶ楽しさを味わう。  

  (3) 保育の内容 

    ・自分の思いを出し合いながら試したり工夫したりして楽しむ。 

    ・友達とルールを確認したり，相談したりしながら遊びを進めていこうとする。 

    ・使った物を片付けてから，次の遊びに移れるようにする。 

  (4) 検証のねらい 

    ・お正月遊びを通して，共通のイメージを持ち遊ぶ楽しさを味わわせる。 

  (5) 指導案  1 月 10 日（木）1 回目検証保育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(6) 検証保育の結果  

    検証の方法は，「研究の内容６」の環境構成の工夫と再構成の(2)興味や欲求に応じた環境から， 

   事例１「羽根つき遊び」で検証する。 

 

   実践事例１「羽根つき遊び」 

    「羽根つき遊び」に興味を持って取り組ませたいが，市販の羽根は小さいため羽子板に当てづら 

   く，羽根つきへの興味も薄れてしまうことが多い。羽根つきを楽しませるための環境を構成し，幼 

   児が取り組む中で，失敗を繰り返しながら達成感や満足感を味わい，活動の充実に向けて再構成す 

   ることが大切だと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   再 構 成 

 

 

 

 

 

・学級や気の合う友達同士で羽

根つきが楽しめ，ラリーが増え

るごとに○印を入れ，更に意欲

が持てるように「羽根つきカー

ド」を準備し環境に置く。 

 

 

 

 

・ 

・挑戦したカードを壁に貼り出

すことで他の幼児にも刺激を

与えられるようにする。 

※途中,木の球から羽根がはがれてし

まうことが起きたが，ネジで留めるこ

とで丈夫でしっかりした羽根になる。 

  環 境 構 成 

・市販の羽根では，小さく

羽子板に当てづらいので，

赤色のクリアーフィルか

ら羽根形を切り取り，市販

の木の球にグールガンで

貼りつけ，手作りの羽根を

作り羽根つき遊びの環境

を整える。 

 

○幼児の姿  ☆教師の読み取り 

○教師も一緒に「羽根つき遊 

び」に取り組むことで，羽根を 

突く回数が増えラリーを楽し 

んでいる。また，友達同士で 

失敗しながらも，何度も挑戦す 

る姿が見られた。 

 

☆手作り羽根を入れたことが

楽しむきっかけになり，友達と

かかわって遊ぶ中で，数回羽根

を突き合えたという喜びや満

足感を味わうことができたと

考える。 

幼児の変容（◎） と 改善点（△） 

◎手作りの大きな羽根を用意し，環境を整えることで多くの幼児が興味を示し，羽根つき遊びに取り

組むようになった。 

◎羽根つきカードを取り入れることで，学級の友達や気の合う仲間を誘い合って挑戦し，カードに名  

 前を書いたり○印をつけたりと，意欲的に楽しむ姿が見られるようになった。 

◎自分たちの対戦カードを壁に貼りだすことで他の友達の対戦の様子がわかり，刺激を受けて取り組  

 む幼児が増えるなど，仲間関係に広がり見られた。 

△羽根つきの場所が狭く，ぶつかる場面や順番待ちをする子が見られたので，もっと広い場所を確保

し，環境を整えていくのが課題である。 

  



 ２ 検証保育（２回目 ）「仲間と一緒に力を合わせて」～生活発表会に向けて～ 

  (1) 設定理由 

   これまで幼児が興味関心を持ち，自己を発揮しながら友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わえるような

環境構成や援助の工夫を行ってきた。その結果として，幼児の探求心や挑戦する意欲を高めるよう

な環境構成や援助の工夫，さらに活動の充実に向けて幼児と共に環境を再構成していくことが大切

であると考えた。 

そこで，生活発表会に向けて取り組む中で，幼児が互いに思いやイメージを出し合い，みんなで

やってみたい目的が生まれ，工夫したり，協力したりしながら，一人遊びでは味わうことのできな

い集団や学級全体で取り組む楽しさが味わえるような環境構成や援助の工夫をしていきたいと考え

設定した。 

  (2) 保育のねらい 

    ・仲間と共通の目的を持ち，一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

  (3) 保育の内容  

    ・お互いの思いを出し合いながら試したり，工夫したり協力したりする。 

    ・友達とルールを確認したり，相談したりしながら遊びを進めていこうとする。 

    ・みんなの前で自分たちの得意な物を披露する。 

  (4) 検証のねらい 

    ・友達と一緒に活動する中で，共通の目的を見つけて，工夫したり，協力したりしながら集団や 

    学級全体で取り組む楽しさが味わえるような環境構成や援助の工夫をする。 

  (5) 検証保育の流れ 

 検証のねらい 幼児の姿 教師の読み取り ○環境構成 ☆教師の援助 △課題 

 

 

1 

月 

 11 

日 

(金 ) 

生活発表会

にどんなこ

とを見せた

いか，思い

を出させて

イメージや

期待感を持

たせる。 

 

・お正月遊びやこれま

での遊びの経験から，

すごろく,こま回し,Ａ

ＫＢ48 の踊り，制作

フラフープ，縄跳び，

組み体操など楽しか

った遊びが出てくる。 

 

・ＡＫＢ48 の曲に合

わせて踊りを楽しむ。 

・「生活発表会は，幼稚

園での楽しかったこと

を見せようね」の言葉か

けから，楽しかった遊び

を思い出して，こま回し

やＡＫＢ48 の踊り，そし

て運動遊び等を思い出

したのだと考える。 

☆やりたい遊びを黒板に書き出し，どん

な風に見せたらいいか話し合う中で，幼

児の思いを引き出し，具体的なイメージ

が持てるようにする。 

○ＡＫＢ48 の踊り 

が楽しめるよう前

に使っていたマイ

クやカチューシャ

ＣＤ等を出し環境

を整えておく。 

△組み体操や制作，フラフープや縄跳び

には，どんな動きがあるのか問いかけ，

いろんな動きに気づかせていきたい。 

 

 

1 

月 

 16 

日 

(水 ) 

友達と一緒

に考えを出

し合いなが

ら，進めて

いく楽しさ

を味わわせ

る。 

・空き箱制作，ＡＫＢ

48 の踊り，縄跳び，

羽根つき，コマ回しな

ど，どんなふうにしよ

うか友達と相談しな

がら取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

・気の合う友達と一緒に

やりたいという思いか

ら，相談しながら遊びを

進めようと考えている。 

 

 

 

 

 

 

○やりたい活動の用紙に，自分の名前

の付箋紙を貼りつけ黒板に貼りだすこ

とで，自分のや

りたいものや仲

間の様子が一目

でわかるように

環境を整える。

（教師も全体の把握ができる） 

△やりたい活動が決まらない幼児には，

思いを聞き出しながらゆっくり待つ。 

コマを手に乗せる

ことができるよう

になりたい！ 

AKB48 

大好き！ 



・縄跳びでバッテン跳

びや二人跳び，コマ回

しでは，手に乗せる技

等自分なりの課題に

挑戦しようとしてい

る。 

・やりたいけど何がや

りたいか分からず，迷

ったり周りの様子を

伺ったりしている。 

・縄跳びやコマ回しなど

｢こんなことをやりた

い｣と自分なりの課題が

あると思われる。 

 

 

・自分の思いをうまく伝

えることができず，困っ

ていると考える。 

☆友達と一緒に取り組んでいる姿を

褒めたり，具体的にアドバイスをした

りすることで，より自信を持って挑戦

する気持ちを持たせていく。 

○他児へよい刺激となるようみんな

の前で発表や披露をする場を設ける。 

☆自分の思いをうまく伝えられない

子の気持ちを汲み，一緒に誘ったり相

手に思いを伝えたりすることで友達

の気持ちに気づかせていく。 

 

 

1 

月 

 18 

日 

(金) 

友達と一緒

に演じたり,

みんなの前

で披露した

りすること

を楽しませ

る。 

・コマ回し，縄跳び，

空き箱制作，ＡＫＢ

48 の踊り，組み体操

など照れながらも交

互に仲間と披露する

ことを楽しんでいる。 

 

 

 

・全員がやりたい活動

が決まってきた。 

・恥ずかしいけれど，み

んなの前で披露するこ

とが楽しくなってきた。 

・仲間の様子を見て自分

も，やってみたいと思える

ようになったと考える。 

○空き箱制作では，ロボット作りなど

仲間と相談しながら工夫ができるよ

う，いろいろな素材や材料を用意する。 

☆制作する時に，どんなところを工夫

したか言葉を引き出し，自分の言葉で

言えるように援助する。 

 

 

 

△組み体操では，披露する技を自分達

で取り組んでいるが，仲間の変動があ

り，お互いの連携が課題である。 

 

 

1 

月 

 21 

日 

(月) 

友達と相談

し工夫しな

がら，仲間

同士で活動

が進められ

るようにす

る。 

・自分のイメージを出

しロボットの色塗り

や小物作りをする。 

・1 人跳びや 2 人跳び

に挑戦したり長縄跳

びを楽しむ。 

・こま回しでテーブル

からコマが落ちない

よう工夫する。 

・リストバンドやベス

トなど，小物を身につ

け喜んでいる。 

 

・舞台を使って自分達

の出し物を披露する。 

・ロボットの色塗りをす

ることで，徐々に発表会

に向けてイメージが持

てるようになってきた

ようだ。 

・組み体操や縄跳び，こ

ま回しで仲間と協力し

たり工夫したりする姿

が，多く見られるように

なった。 

・小物や衣装を身につけ

舞台で披露することで，

発表会に向けてイメー

ジが持てたと思われる。 

☆ロボット作りでは完成イメージを

聞き出し，色塗りや小物作りなど完成

に近づけられるよう援助していく。 

☆縄跳びでは，

上達した部分を

取り上げ褒めた

り，2 人跳びや

長縄跳びで挑戦

している姿を認

め，必要に応じて補助をする。 

○テーブルでこま回しができるよう

に，テーブルの周りに透明の枠を付け

落ちないようにする。 

☆組み体操では，仲間と協力しながら挑

戦している姿を認め，バランスの取り方

やかっこいいポーズに気づかせていく。 

○発表会に向けてイメージが持てる

ように，リストバンドや腕輪，スカー

トやベスト，小物等を準備して置く。 

△舞台を使って演じたり，披露する場

を多くするなど，発表会本番のイメー

ジがつかめるようにしていきたい。 

ぼくが ,空き箱で作っ

たヘビです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



幼児の姿 

 組み体操をすると集まった R 男，S 男，T 男，I 男，K 子の 5 人。 

「どんなふうにしようか」と互いのイメージや考えを出し合い， 

いろんな動き（一輪車，二段ベッド，3 人扇）に挑戦していく。 

教師「他にどんな組み体操がいいかな？｣との言葉に,発想豊かな 

R 男「餅つきをやろう｣と言い出した。 

教師「どんなふうにするの？」 

R 男「K 子と先生は手をつないで座って，I 男は中に入って」と自分の 

イメージしたことを教師や友達に言葉で伝えながらみんなを動かしていく。 

R 男は牛乳パックを持って｢ペッタン，ペッタン｣と餅をつく真似をする。 

教師「すごい，面白いね，中の餅も動くともっと面白いよ」と共通の目的 

を持って工夫できるように,言葉をかけると反応して I 男も動き出す。その時, 

アイディアマン S 男が制作コーナーで水色の紙を切り,箱に入れて持ってきた。 

S 男「餅を突いたときに水をつければいいよ」とやってみせる。 

教師「すごーい。本物の水みたい」と S 男のアイディアを認めた。 

その様子を見ていた T 男も加わって，餅つきの一連の流れをやってみる。 

その後，5 人がお互いの役を入れ替わりながら楽しんでいた。 

  (6) 検証保育の結果 

    検証の方法は，「研究の内容５」の教師のかかわりや援助の仕方の(2)共通の目的を見つけるため

の援助として･･･から，事例２「組み体操」で検証する。 

   実践事例２ 「組み体操」 

    「組み体操」をする中，教師がR 男と S 男の考えやアイディアを受け入れ，ともに動き出すことで， 

   共通の目的を見つけ工夫したり協力したりする姿が生まれてきた。友達と一緒に遊ぶ楽しさを経験させ  

   ることで,徐々に友達と一緒に｢組み体操｣をやり遂げたいという気持ちが高まったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の読み取り（☆） と 援助の工夫（○） 

☆日頃から，発想が豊かで，イメージしたことを作り出すことが大好きな R 男と S 男だったので，周

りの友達も二人のアイディアを認めて，受け入れることができたのだと捉える。 

☆R 男や S 男もこれまでいろんな遊びを進めてきたので，自分の思いや考えを伝えることが上手にな

り，友達との信頼関係も築かれてきたと考える。 

○R 男のイメージしたことがみんなにも，伝わるように言葉を引き出しながら，共通の目的を持って

行動できるように，I 男にも具体的な言葉で餅の動きを伝えていく。 

○S 男のイメージしたことを形にしていく器用さを認めながら，工夫したり協力したりしてみんなで

一つのことをやり遂げるようにする。 

幼児の変容（◎）と 改善点（△） 

◎日頃，自分の思いをあまり出そうとしない I 男が，組み体操では積極的に取り組む姿が見られた。 

その後も，こま回しなどの活動にも，意欲的に取り組むようになってきた。 

◎マイペースの K 子は女の子一人だったが「おたのしみに！」と期待を持たせる言葉を教師にかける

など，組み体操に自信を持って仲間と協力しながら取り組む姿が見られた。 

△イメージしたことを制作して，仲間と協力しながら遊びを進められるように素材や教材を揃え，より

一層の環境構成の工夫や援助に努める。 



Ⅶ 研究の成果と今後の課題 

 １ 研究の成果 

  (1) 教師が活動に必要な教材を研究・工夫し，幼児が興味をもって取り組めるように環境を整えるこ 

とで，興味を示して意欲的に遊びに取り組めるようになった。(Ⅵ-１-(6)） 

  (2) 更なる活動の充実に向けて，幼児とともに環境を再構成することで，お互いに刺激し合いながら 

取り組み，仲間関係に広がりが見られるようになった。(Ⅵ-１-(6)） 

  (3) 幼児が一緒に遊んだり活動をする中で，友達のよさに気づいたり互いのイメージや思いを伝え合 

いながら，共通の目的を見つけて遊びを楽しめるようになった。(Ⅵ-２-(6)) 

  (4) 幼児が共通の目的を見つけて工夫したり協力したりしながら，共に遊ぶ楽しさを経験することで， 

友達と一緒に一つのことをやり遂げる満足感を味わうことができた。(Ⅵ-２-(6)) 

  (5) 教師が自分の計画に基づいて，理論研究を進めていくことで，環境構成の工夫や援助の在り方が 

   明確になり，保育実践を重ねることで幼児の育ちや仲間同士のかかわりの変容が見られた。 

 

 ２ 今後の課題 

  (1）「表１友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わわせる環境構成と具体的援助」を年間計画に位置付けながら， 

幼児理解を深め，教師間の共通理解のもと実践し，更なる環境構成や援助の見直し。 

  (2）２年保育の教育課程に基づき，幼児の発達段階を踏まえて，共通の目的を持ち協同する経験を重 

ねていく，見通しをもった環境構成と援助の工夫。 
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